
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
６
月
８
日
に

開
催
さ
れ
、
付
託
を
受
け
た
執
行
部
提
出
案

件
３
件（
分
割
付
託
３
件
を
含
む
）の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）の
承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
25
号
）

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
費
２
４
１
７
万

７
千
円
の
増
額
で
す
。
負
担
金
、
補
助
及
び

交
付
金
と
し
て
学
校
給
食
補
助
金
２
２
２
３

万
８
千
円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
食
材
費
が
高
騰
を
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
学
校
給
食
の
材
料
費
の

値
上
が
り
分
を
給
食
費
に
上
乗
せ
し
て
保
護

者
負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
材
料
費
値

上
が
り
分
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
実
施
計
画
の
事
業
と
な
っ

て
お
り
、
財
源
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
す
る
予
定
で
す
。

問
：
国
の
交
付
金
が
出
な
い
場
合
は
、
市
の

一
般
財
源
で
も
補
填
を
し
て
い
く
の
か
、
保

護
者
負
担
を
求
め
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。 

答
：
学
校
給
食
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
価

格
高
騰
分
の
値
上
げ
に
対
す
る
改
定
の
必
要

性
や
時
期
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
議

論
を
し
て
い
た
だ
き
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
般
財
源
で
補
填
を
行

う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業
化
の

必
要
も
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
６
月
９
日
に

開
催
さ
れ
、
付
託
を
受
け
た
執
行
部
提
出
案

件
５
件（
分
割
付
託
３
件
を
含
む
）の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で

す
。

令
和
４
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）の
承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
25
号
）

　
行
政
事
務
費
に
お
い
て
、
区
長
謝
金
に
つ

い
て
、
１
７
６
万
８
千
円
の
減
額
補
正
は
、

３
月
議
会
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
提
案

し
て
お
り
ま
し
た
新
た
な
積
算
の
内
容
で
は

区
長
会
と
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
引
き
続
き
協

議
が
必
要
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

旧
積
算
で
当
初
予
算
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
区
長
会
と
再
協
議
し
、
３
月
30
日

に
校
区
区
長
会
へ
の
説
明
を
も
っ
て
合
意
を

得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
４
月
13
日
の
区
長
会

役
員
会
で
そ
の
旨
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
新
た
な
積
算
に
基
づ
い
た
区
長

謝
金
が
５
１
８
８
万
円
と
な
り
、
当
初
予
算

額
５
３
６
４
万
８
千
円
に
対
し
て
、
１
７
６

万
８
千
円
の
減
額
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

問
：
令
和
５
年
度
以
降
は
ど
う
進
め
て
い
き

常
任
委
員
会

審
査
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

小
郡
の
将
来
を
ど
う
考
え
る
？
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

現
在
、
新
し
い
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し

策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

市
長
―
コ
ン
パ
ク
ト
･
プ
ラ
ス
･
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
拠
点
と
公
共
交
通
軸

沿
線
へ
の
都
市
機
能
の
集
積
を
目
指

し
、
今
後
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
福
岡
県
が
策
定
し
て
い

る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
の
整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
周
辺
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
示
し
た
ま
ち
づ
く
り
方
針
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
イ
ン
タ
ー
周
辺

ま
ち
づ
く
り
構
想
と
併
せ
て
、
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
―
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
は
、

並
行
し
て
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

食
料
の
安
全
保
障
が
危
惧
さ
れ
る

中
、国
が
昨
年
５
月
に
策
定
し
た「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に
関

し
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

環
境
経
済
部
長
―
み
ど
り
戦
略
に
沿

う
取
り
組
み
と
し
て
、
地
産
地
消
、

食
育
の
推
進
、
食
品
ロ
ス
削
減
、
農

業
及
び
農
村
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
促
進
、

農
業
が
持
つ
様
々
な
多
面
的
機
能
に

関
す
る
情
報
発
信
、
公
共
建
築
物
等

に
お
け
る
木
製
品
の
利
用
促
進
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

加
地
市
長
に
は「
大
胆
か
つ
繊
細

に
」
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
思
い
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
―
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
な
視
点

を
持
ち
、
農
業
・
景
観
も
含
め
、
ま

ち
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
を
今
回
の

マ
ス
タ
―
プ
ラ
ン
改
定
の
中
で
考
え
、

皆
さ
ん
と
、
思
い
や
将
来
像
を
共
有

し
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

立
山　
稔

（
れ
い
わ
政
策
研
究
会
）
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ま
す
か
。

答
：
区
長
に
依
頼
す
る
事
務
、
行
政

区
に
依
頼
す
る
事
務
に
つ
い
て
明
確

に
仕
分
け
を
行
い
、
区
長
会
の
方
に

説
明
し
な
が
ら
ど
う
い
っ
た
形
で
支

払
う
の
か
、
額
の
部
分
も
含
め
て
、

早
急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
経
済
常
任
委
員
会
は
、
６
月

10
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受
け
た

執
行
部
提
出
案
件
６
件（
分
割
付
託

２
件
を
含
む
）の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
４
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
25
号
）

　
商
工
業
振
興
費
地
域
イ
ベ
ン
ト
助

成
事
業
補
助
金
１
０
０
万
円
の
増
額

に
つ
い
て
は
、「
鴨
の
ま
ち
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」が
実
施
す
る

鴨
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
助
成
事

業
に
採
択
さ
れ
た
た
め
に
、
市
を
通

し
て
こ
の
実
行
委
員
会
に
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。
鴨
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、

昔
か
ら
小
郡
の
生
活
に
欠
か
せ
な
か

っ
た
鴨
文
化
と
鴨
料
理
の
普
及
と
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
、
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
度
、
鴨
ま

ち
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
併
せ
て
コ

ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
小
郡
の
鴨
文
化

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
鴨
料
理

を
提
供
い
た
だ
け
る
お
店
を
紹
介
す

る
鴨
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
を
行
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
：
市
内
に
マ
ガ
モ
の
料
理
を
取
り

扱
い
で
き
る
店
は
何
店
舗
く
ら
い
あ

り
ま
す
か
。

答
：
天
然
の
マ
ガ
モ
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
状
況
で
す
の
で
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
合
鴨
で
行
う
予
定
で
す
。

商
工
会
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
20
店
舗
を
目
標
に
考
え

て
い
ま
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
小
郡
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）（
報
告
第
６
号
）

　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
、
基
礎
課

税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を
現
行
の

63
万
円
か
ら
65
万
円
へ
引
き
上
げ
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
課
税
限
度
額
を
現
行
の
19
万
円
か

ら
20
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。　

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
小
郡
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）（
報
告
第
７
号
）

　
主
な
改
正
内
容
は
、
固
定
資
産
税

の
税
額
が
増
加
す
る
場
合
の
激
変
緩

和
の
観
点
か
ら
、
負
担
調
整
措
置
に

よ
り
税
額
が
増
加
す
る
商
業
地
等
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
限
り
、
負

担
調
整
措
置
に
お
け
る
課
税
標
準
額

の
上
昇
幅
を
評
価
額
の
２
．５
％（
改

正
前
は
５
％
）と
す
る
も
の
で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
３
年

度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
14
号
））（
報
告
第
８
号
）

　

主
に
事
業
費
の
確
定
等
に
伴
い
、

補
助
金
や
起
債
、
基
金
等
の
予
算
の

整
理
を
行
う
も
の
で
す
。
歳
入
に
つ

い
て
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
等
収

入
見
込
額
や
確
定
額
に
合
わ
せ
て
補

正
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
あ
わ

せ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
対
象

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
の
確
定

に
伴
い
財
源
の
組
替
え
を
行
う
も
の

で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
４
年

度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
））（
報
告
第
９
号
）

　
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
事
業
に
お
い
て
、
令
和
３

年
度
に
引
き
続
き
令
和
４
年
度
も
早

急
に
給
付
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

そ
の
必
要
経
費
を
予
算
化
し
た
も
の

で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
３
年

度
小
郡
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
））（
報
告
第

10
号
）

　
保
険
料
の
余
剰
分
等
を
基
金
に
積

立
て
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
６
３
９
９
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
、

44
億
７
３
４
３
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
３
年

度
小
郡
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
））（
報
告
第
11
号
）

　
事
業
費
の
確
定
等
に
よ
り
、
収
益

的
収
入
の
総
額
を
16
億
９
８
５
２
万

２
千
円
、
支
出
を
３
７
９
万
２
千
円

減
額
し
、
17
億
３
３
８
１
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
の

総
額
を
９
億
９
３
６
８
万
３
千
円
、

支
出
を
４
８
２
２
万
６
千
円
減
額
し
、

資
本
的
支
出
の
総
額
を
15
億
５
４
３

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

★
小
郡
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て（
議
案
第
23
号
）

　
建
築
基
準
法
に
基
づ
い
て
制
定
さ

れ
た
条
例
で
す
が
、
一
部
の
罰
則
の

適
用
内
容
が
、
建
築
基
準
法
の
罰
則

内
容
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
改
正
す

る
も
の
で
す
。

★
令
和
４
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）の
承
認
に
つ
い

て（
議
案
第
24
号
）

　
国
の
政
策
で
あ
る
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
１
人
当
た
り
５
万

円
給
付
事
業
に
関
し
て
、
給
付
費
と

事
務
費
の
予
算
化
す
る
も
の
で
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
３
０
３
万
円
増

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
２
２
０
億
８
３
６
３
万
円

と
定
め
る
も
の
で
す
。

★
令
和
４
年
度
小
郡
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の
承
認

に
つ
い
て（
議
案
第
26
号
）

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
内
示
額
が
本
市
の
要
望
額
よ
り
４

９
３
７
万
円
少
な
か
っ
た
た
め
、
こ

の
額
に
相
当
す
る
額
を
起
債
で
補
い
、

当
初
の
予
定
ど
お
り
公
共
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

人
事
案
件（
５
月
臨
時
会
）

［
監
査
委
員
］

小
郡
市
下
西
鯵
坂　
佐
々
木　
益
雄

都
市
経
済
常
任
委
員
会
報
告

議
案
の
主
な
内
容
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おごおり市議会だより
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